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＊カッコ内は加入世帯数
（2022年4月1日時点）

《 令和４年度 総会報告 》

令和４年５月３０日（月）に開催され、令和３年度の事業報告及び収支
決算報告、令和４年度事業計画及び収支予算などが審議され、すべて
承認されました。

令和３年度は、役員会を６回開催し延べ３３人、定例会を３回（うち１回
は書面開催）開催し延べ４２人、編集会議を３回開催し延べ２０人が参
加しました。片瀬地区２６自治町内会の会長で組織する団体として、情
報共有、意見交換、相互の交流など、事業の実施を通じて自治町内会
及び各地域団体との連携を深めていくことを確認しました。

❖今年度の自治連役員 <ブロック代表者>

会 長 畠 山 義 昭 【江の島ブロック】

副会長 中 島 尚 之 【東ブロック】
副会長 馬 場 英 人 【西ブロック】
会 計 北 村 守 良 【新屋敷ブロック】
監 事 長 坂 美喜雄 【五町ブロック】
監 事 ｽﾁｭﾜｰﾄ 佐和子 【片瀬山ブロック】

今後も、住みやすい片瀬地区を目指し、より活発な自治町内会
活動につなげていく取組みを進めてまいります。

会
長
あ
い
さ
つ

片
瀬
地
区
自
治
町
内
会
連
絡
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議
会

会
長

畠
山

義
昭

ー
マ
で
あ
っ
た
「
自
治
連
て
何
？
」
と
い

う
言
葉
を
、
今
あ
ら
た
め
て
思
い
返
し
て

い
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
と
比
べ
今
は
片
瀬
・

江
の
島
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
部
会
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
、
で
き
る

範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
に
述
べ
た
問
題
を
少
し
で
も
解
決
に

導
き
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
片
瀬
・
江
の

島
地
区
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
構
成
す
る
地
域
団
体
が
協
働
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
治
連
は
、
各
自
治
町
内
会
の
結
束
を

図
り
つ
つ
、
他
の
団
体
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
自
治
町
内
会
活
動
は
、
コ
ロ
ナ

終
息
が
見
え
ぬ
中
で
、
こ
の
上
半
期
は
ほ

と
ん
ど
の
事
業
が
中
止
、
縮
小
と
な
る
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

８
月
の
定
例
会
で
は
各
町
内
会
の
活
動

内
容
、
問
題
点
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
結
果
、
十
年
ほ
ど
前

か
ら
あ
る
空
き
家
問
題
が
再
び
挙
が
り
、

こ
の
問
題
解
決
へ
の
対
策
の
難
し
さ
を
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
域

の
環
境
破
壊
、
緊
急
時
の
避
難
所
の
運

営
、
町
内
会
役
員
の
な
り
手
不
足
等
々
、

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

14
年
前
の
「
自
治
連
だ
よ
り
」
の
テ

2.新屋敷親睦会

泉 讓

3.新屋敷第一
町内会

高柳 博美

4.三部会

神保 博一
5.新屋敷第二

町内会
北村 守良

6.片瀬山１丁目
自治会

青木 公雄

7.片瀬山２丁目
自治会

中川 千枝子

9.片瀬山４丁目
自治会

ｽﾁｭﾜｰﾄ 佐和子

10.片瀬山５丁目
自治会

金子 眞一

11.東リ町東会

鈴木 壯一
小山田 幸雄

13.片瀬中央平和会

五島 由勝

14.片瀬三和会

中島 尚之
16.西の原会
折原 美知子

17.御行町内会

長谷川 紀夫

18.西浜町内会

馬場 英人

19.下の谷本町
町内会

長坂 美喜雄

20.竜の口町内会

鈴木 義孝

21.スバナ通り
町内会

依藤 光雄

22.片瀬海岸
２丁目町内会

備前 邦男

23.湘南ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ
自治会

渡辺 武

24.江の島東町
町内会

畠山 義昭

25.江の島西町
町内会

岩本 文彦

26.江の島弁天会

渡辺 英雄

私たちと共により良い片瀬地区を作っていきましょう

12.片瀬目白山
町内会

1.片瀬弥生会

田中 誠治

8.片瀬山３丁目
自治会

松浦 智明

15.西方町内会

渡辺 弘
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西
の
原
会

会
長

折
原

美
知
子

北村 守良 （新屋敷）

桐生 留美子 （片瀬山）

長坂 美喜雄 （五町）

中島 尚之 （東）

ｽﾁｭﾜｰﾄ 佐和子 （片瀬山）

畠山 義昭 （江の島）

馬場 英人 （西）

若林 直美 （東）

渡辺 武 （五町）

【自治連だより編集委員】

かたせNOW

「
西
の
原
会
」
は
、
２
２
０
世
帯
ば
か
り

の
小
さ
な
町
内
会
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
無

く
商
店
も
な
い
全
く
の
住
宅
地
で
す
。

最
近
は
新
し
い
住
宅
も
増
え
ま
し
た
。

昨
年
会
長
に
な
る
と
、
「
8
年
前
か
ら

空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
屋
の
瓦
が
ず

れ
落
ち
た
り
塀
が
剥
が
れ
て
飛
ん
だ
り

し
て
、
近
隣
の
方
た
ち
は
台
風
の
時
期

な
ど
に
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
」
と
の
声

を
耳
に
し
ま
し
た
。

隣
家
の
方
が
、
何
年
も
「
な
ん
と
か
し

て
ほ
し
い
」
と
、
市
役
所
に
電
話
を
か
け

続
け
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
全
く
進
展
が

見
ら
れ
な
い
ま
ま
で
し
た
。

ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ
、
自

ら
市
役
所
に
電
話
を
か
け
て
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
住
宅
政
策
課
の
空
き
家
対
策
の

担
当
者
と
、
セ
ン
タ
ー
の
地
域
担
当
の

方
が
カ
メ
ラ
を
持
ち
現
地
に
来
て
下
さ

い
ま
し
た
。

住
宅
政
策
課
の
担
当
者
は
、
空
き
家

対
策
の
観
点
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
下

さ
り
所
有
者
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
8
年
越
し
の
懸
案
が
解
決
に
向
か
っ

て
動
き
出
し
ま
し
た
。

周
辺
の
方
々
が
皆
「
良
か
っ
た
」
「
安

心
し
た
」
と
言
っ
て
下
さ
る
の
を
聞
い
て
、

私
も
胸
を
「
ほ
っ
と
」
な
で
降
ろ
し
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
に
も
、
「
家
の
前
を
雨
水
が

滝
の
よ
う
に
流
れ
て
怖
い
」
と
の
声
に
も
、

市
役
所
に
電
話
を
し
て
、
現
地
を
見
て

も
ら
い
、
す
ぐ
に
横
断
側
溝
の
泥
を
取

り
除
い
て
貰
っ
て
排
水
を
よ
く
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

私
は
ま
だ
新
人
な
の
で
大
き
な
こ
と

は
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

自
治
会
・
町
内
会
紹
介

（14）

「
心
に
掲
げ
る
小
さ
な
看
板
」

三
大
祭
３
年
ぶ
り

新
屋
敷
第
二
町
内
会

会
長

北
村

守
良

令和４年１月１６日(日)スバナ会館にて、スバナ通り町内会を対象に
「ボッチャ大会」を開催しました。
当日はお天気も良く空気も澄んでいて、コロナ禍でなければ遠出を
したくなるような日でした。この２年間、町内会では夏のバーベキュー
大会、秋の研修旅行、冬のおもちつき大会(昨年は縮小)、新年会と、
独自の企画が中止となりました。当初は、お手伝いがなくなり楽に
なったなあと思っていましたが、さすがに２年のブランクは人恋しくな
り、町内会の空洞に危機感すら覚えていくものでした。
コロナ感染者数も減少し始め、今ならできると思いをはせ、パラス
ポーツ「ボッチャ」の大会を決行しました。
ルールも知らない、見たこともない参加者とともに、片瀬・市民ス
ポーツの会の皆さんのご協力のもと、一投ごとに歓声があがり、喜ん
だり、くやしがったりと笑いっぱなしのひとときを過ごせました。
スポーツの会の皆さんも、正式に審判・指導をしたのは初めてとのこ
と。みんなが初めてだからこそ、これまた楽しいものなのです。

【元気はつらつ！】 パラスポーツ 「ボッチャ」大会を開催！

を進呈し、参加者全員にお赤飯をふるまって、終了しました。
「また、やりたい」とのお声もいただき、すがすがしい気持ちになれ
たのも、コロナ禍だからかもと思われます。
最高齢は９１才で親子で参加されていました。子どもからお年寄り、
障がいのある方も一緒に楽しめるボッチャ大会を開催できたことは町
内会の新たな絆となり、また、スポーツの会と一緒にできたことも地
区の絆となり、片瀬の輪として有意義な一日となりました。
家にいることが当たり前になってきている昨今、外に出て、人に会
い、フレイルやロコモにならないよう、今後も企画し、活動していきた
いです。
これを機に、町内会活動にぜひ参加していただき、顔の見えるお付
き合いを通じ、災害に対しても共助になれることを望んでいます。

スバナ通り町内会 藤原 恭子

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
会

目
標
と
な
る
白
球
に
ど
れ
だ

け
近
づ
い
た
か
な

優
勝
し
た
瞬
間
の

歓
喜
の
様
子

１Ｆと２Ｆにミニコートをつくり、町内会参加者
８人、スポーツの会４人ほかお手伝いを含め総
勢１８人で、ルールを勉強しながら、参加者が
総当り戦で勝敗をつけ、優勝者にはようかん

で
す
が
、
心
の
中
に
『
よ

ろ
ず
お
困
り
ご
と
相
談

所
』の
看
板
を
掲
げ
て
、

こ
れ
か
ら
も
町
内
の

方
々
の
た
め
に
出
来
る

こ
と
を
頑
張
っ
て
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
、
２
年
連
続
で
中
止

と
な
っ
て
い
た
片
瀬
地
区
の
三
大
祭
が
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
龍
口
寺
法
難
会

』

龍
口
寺
法
難
会
は
、
９
月
11
・
12
日
の

２
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
日
の
夜

に
は
万
灯
の
展
示
と
纏
の
妙
技
が
披
露

さ
れ
、
大
勢
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

祭
り
は
、
伝
統
と
格
式
の
あ
る
地
域

の
文
化
で
あ
り
ま
す
の
で
、
継
続
し
て

行
い
、
未
来
永
劫
、
伝
統
を
受
け
つ
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
坂
神
社

天
王
祭
の
様
子

『
諏
訪
神
社
例
大
祭

』

諏
訪
神
社
例
大
祭
は
コ
ロ
ナ
の
現
状
に
合
わ
せ
、
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
23
日
の
幟
た
て
か
ら
始
ま
り
、
26
日

夜
に
は
、
山
車
と
屋
台
で
各
町
内
を
廻
り
ま
し
た
。
27
日
は
早
朝

の
浜
降
、
屋
台
と
お
神
輿
に
よ
る
神
幸
祭
渡
御
、
そ
し
て
夕
方
に

は
、
屋
台
と
お
神
輿
は
龍
口
寺
か
ら
各
町
内
巡
行
と
同
じ
よ
う
に

台
車
に
載
せ
て
、
ま
た
人
気
の
あ
る
山
車
は
各
町
内
の
巡
行
の
み

と
し
、
還
御
祭
の
参
加
は
控
え
ま
し
た
。
一
方
、
境
内
で
は
露
天
が

出
店
し
、
境
内
に
お
神
輿
が
入
れ
な
い
程
の
人
出
と
な
り
、
多
く

の
人
た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

『
八
坂
神
社
天
王
祭

』

７
月
９
、
10
日
に
か
け
て
江
の
島
八
坂
神
社
天
王
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
９
日
の
夜
は
、
「
宵
宮
（
よ
み
や
）
」
と
呼
ば
れ
る
前
夜

祭
が
、
翌
10
日
は
、
神
輿
を
担
い
で
の
「
海
上
渡
御
」
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
祭
り
（
神
幸
祭
）
は
従
来
の
神
輿
に
代
え
唐
櫃
に

御
霊
を
入
れ
て
、
お
囃
子
の
先
導
の
も
と
島
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

江
の
島
の
お
囃
子
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。
三
味
線
や

チ
ャ
ル
メ
ラ
と
い
っ
た
、
他
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
楽
器
を
使
用

す
る
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
神
奈
川
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。


